岩見沢歯科医師会のあゆみ

―昭和23年から平成10年まで―

　岩見沢歯科医師会は昭和23年７月30日、認可設立されました。初代会長は三枝清先生、会員数36名での船出でした。創立当初より、乳幼児歯科健診、無歯科医地区への巡回診療、フッ素塗布、むし歯予防デーの行事など地域住民の健康管理や口腔衛生思想の普及・向上に努めてきました。

　昭和28年、青野修一先生が第２代会長に就任されると公衆衛生活動を更に発展させるため、幼稚園や学校あるいは劇場での講演会、良い歯のコンクール・図画ポスターコンクールなど学校歯科保健活動を積極的に行い、昭和37年第12回北海道学校保健小樽大会において、多年にわたり学校保健の振興に寄与したとのことで団体表彰を受けました。

　昭和42年、第３代会長に三嶋茂雄先生が就任され、この年の10月に一つの節目として創立20周年式典が挙行されました。式典に先立ち、物故された会員の先生方の慰霊祭が執り行われました。「大先輩やかつての同僚達の御霊に対して、敬虔な追悼の慰霊を持てたことはこの上ない名誉なことだった」と後に語られておられました。写真２【20周年】
　九津見学先生が第４代会長に就任された昭和44年は『昭和元禄』と呼ばれ、マイホーム、マイカー、レジャー、消費が美徳とされ泰平ムードただよう時代でした。岩歯においてもゴルファーが急増、ゴルフコンペがあいついで行なわれるようになりました。

一方、歯科医術の向上を目指しスタディーグループが発足し、盛んに研究発表会が開催されました。

　昭和46年には鍵谷光三先生が第５代会長に就任されました。先のゴルフブームを受けこの年の６月６日、九津見学先生を初代会長として『岩見沢デンタル・ゴルフ・クラブ（I･D･G･C）』が発足。しかし、昭和48年に入ると第一次オイルショックが起こり世の中は不況の時代へと移り、また、国のエネルギー政策の転換により、岩見沢周辺の産炭地では石炭産業の合理化が進み、人口流失が相次ようになりました。このような時代背景の下、昭和52年４月夕張歯科医師会との統合がなされました。

　昭和55年、第６代会長に舘山諄一先生が就任。このころより『団塊の世代』の先生方の入会が多くなり会員数が増加してきました。この年の11月、歯科医師会事務所を４条西２丁目金内ビルに開設。昭和58年３月12日には、創立35周年記念式典の開催と35周年記念誌が発刊されました。また、久しく休部していた野球部の復活もこの年の５月31日でした。４年後の昭和62年第38回室蘭大会で準優勝の栄誉を勝ち取りました。

　昭和60年、第７代会長に江島俊昭先生が就任。翌61年10月１日、会員相互のコミュニケーションの向上を目的に『岩歯だより』が創刊。63年６月25・26日の両日に第39回北海道歯科医師会野球大会の主幹を務め、大成功の内に終わりました。この時の若手の先生を中心とした運営は目を見張るものがあり、岩歯の伝統であった団結力の強さを再認識するよい機会となりました。

　昭和の時代が終わり『平成元年』を迎え歯科界ではこの年の12月、厚生省（当時）が成人歯科保健対策検討会の中で『8020運動』を設定することを提言しました。

　岩歯においては会員数が年々増加し若手の台頭も著しく、野球部はA・B２チームが結成されるまでになりました。平成３年第42回函館大会では、Aチームが優勝候補の十勝Aチームに逆転さようならさ勝ちで見事Aゾーン初優勝を遂げました。

　平成６年、第８代会長に三嶋顕先生が就任。この年の７月発表の『平成５年度の歯科疾患実態調査』では、8020達成率は10.9％、80歳一人平均現在歯数は5.9本との結果でした。これを受け高齢者社会に対応すべく、かつ、より多くの市民への歯科衛生思想の啓蒙活動に対応するため『歯っぴースマイルデー・歯っぴーフェスティバル・8020コンクール』など多くの公衆衛生事業が展開されるようになりました。

　平成６年７月14日、現在の事務所（４条西２丁目フレンズビル３階）に移転。会員数も90名を越え、事業内容も多岐にわたるようになったため、公衆衛生部から学校歯科保健部を独立させ、総務部・医療管理部・保険部・学術部・公衆衛生部・福祉厚生部・広報部と現行の８体制を採るようになりました。

翌年の平成７年４月１日から学校保健法執行規則の一部改正が行なわれ、『CO・GO』などが導入され学校歯科健診も大きく変貌しました。　　

平成10年６月21日、第49回道歯野球大会釧路大会BゾーンにおいてBチームは、強豪後志チームと対戦。惜しくも敗れはしましたが、見事準優勝の栄誉を勝ち取りました。まさに苦節９年の思いを遂げた記念すべき日でした。

その年の11月７日、多くの来賓、会員の皆様をお迎えし創立50周年記念式典・祝賀会が挙行されました。同日、諸先輩方々の築かれた歴史を学び次の世代に繋げるべき記念誌『21世紀の曙』が発行され、岩歯の新しい歴史が始まりました。

　かけあしで岩歯50年の歴史を振り返ってみました。
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第１回スマイルデー
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